
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・
学習内容の定着に向けた児童の表現力
を伸ばす授業づくり

○「学習で読んだり書いたり考えたりする力
が伸びたか」「条件を確認しながら自分の考
えや振り返りを書くことができたか」の質問に
対して、肯定的な回答をした児童の割合が８
０％以上

・児童の表現力の育成を主題にした校
内研究に取り組む。

B

・「各クラスの実態に合わせて表現活動を取り入れた授
業実践を行ことができた」の問いに94％の教師ができ
たと答えている。また、76％の教師が「条件を基に、自
分の考えや振り返りを書く活動を取り入れることができ
た」と答えている。日々、様々な形で表現活動を取り入
れることで、自分の思いや考えを言葉を使って分かり
やすく表現できる児童が増えてきている。

A

・児童へのアンケートの結果、「学習で読んだり書いた
り考えたりする力は伸びている」の問いに84%の児童が
肯定的な回答をしている。また、84％の児童が「条件を
確認しながら自分の考えや振り返りを書くことができ
た」と答えている。校内研と関連させ、児童の表現力育
成に継続的に取り組んだ結果、自分の思いや考えを言
葉を使って分かりやすく表現できるようになった児童が
増えたと考える。

A

・職員が同じ目標をもって教育活動を行うことは児童の
学力向上につながっていると思う。児童が学習の中で
「振り返り」を行い、自分の思いや考えを再認識するこ
とはとても大事であると考える。自分が今までしたこと
を再確認し、書き留めておくことは大事だと思う。
・教員のスキルを高める必要がある。ＩＣＴ支援員等を
活用しながら、研修を深めてほしい。また、費用面で基
山町での、ソフト面、ハード面でのサポートを期待して
いる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした児童の割合が８０%以
上

・道徳の授業づくりに関する校内研修を
実施する。
・道徳アンケートを実施する。
・人権集会を実施する。 B

・道徳アンケートの内容項目について検討し、
３学期に実施する予定である。道徳の授業を
通して、豊かな心を身に付ける教育活動を継
続していく。 A

・道徳に関するアンケートにおいて、85％以上の児童
が、よりよく生きることを真剣に考えたり、学んだことを
生かして生活をしたりしていると答えていた。
・人権集会では、人権擁護委員を招聘し、「思いやり」に
ついての紙芝居を通して、相手の気持ちにより添って
考えることの大切さに多くの児童が気付くことができて
いた。

A

・道徳教育を中心に、学級会等、日々の学校生活
をはじめ、その他の様々な集会や学校行事等での
体験を通して、子供たちに豊かな心を育んでほし
い。
・人権意識や思いやりの心は、来年度以降ももっと
高めてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめの未然防止、早期発見、早期
対応のための組織的対応ができている
と回答した教師が９５％以上

・いじめアンケート (「にこにこアンケー
ト」)を毎月実施し、児童の実態把握をす
る。
・配慮を要する児童の情報共有や教育
相談研修会を行う。
・いじめの対応についての研修会を年に
１回以上行う。 B

・年2回のいじめアンケートの他に、毎月１回にこに
こアンケート(いじめアンケート)を実施した。
・配慮を要する児童の情報共有のためのシートを
作成し、常時、児童の状況を確認できるようにして
いる。また、毎月1回実施の「生徒指導連絡会」の
際に気になる児童の情報交換を行った。全職員が
共通理解のもと、同じ対応ができるようになった。
・いじめ対応の研修会を夏季休業中に実施した。

B

・全校児童を対象にした年に2回のいじめアンケート、
毎月１回の学校生活アンケートを実施した。また、配慮
を要する児童の情報共有シートをもとにした職員間の
共通理解の場も設けた。職員対象のアンケートでは、
「いじめの未然防止や早期発見・対応のための組織的
な対応ができていると回答した教師は「できている
52.9％、だいたいできている47.1％」と合わせて100％で
あった。しかし、7名の保護者から「学校が組織的に対
応しているとは『思わない』」というアンケートでの回答
をいただいた。これは、「学校の対応の遅れ、一人一人
の児童に寄り沿った指導が行き届いていないことが
あったこと」へのご意見だと真摯に受け止め、今後も職
員研修等にて一層共通理解を図り、職員一同努力して
いく必要がある。

B

・「いじめ」の件数が全国レベルで増えてきているとうこ
とは、いじめの認識が従来と変わってきたからであると
考える。教師、保護者間の密な連携はとても大切であ
る。
・いじめの早期発見については、子供が困っているとか
いやな気持ちになっているとかいうことに早く気付く教
員の評価が高まればいいと思う。現在の法律の定義で
いう「いじめ」はどこにでもあるもの。アンテナを高くし
て、いじめをたくさん見付け、報告する教員がすばらし
いと思う。
・いじめのアンケートに本当のことを書いていない子も
いるのではないか。子供たちが大人に安心して助けを
求められるような関係（環境）を作ってほしい。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●◎「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒
80％以上

・学習の振り返りを行うことで、自分の力
の伸びを実感させる。
・各種体験活動において、振り返りを行
うことで、自分のよさを実感させる。 B

・自分ががんばったことや成長したことを実感すること
ができるように運動会や集会などの学校行事の後に、
振り返りの時間を設けた。これらの教育活動を通して、
「自分のよさ」に気付くことができる児童が増えてきてい
る。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれている思いま
すか。」の質問に「認めてくれている」と肯定的な回答を
した児童は89.1％だった。
・「将来の夢や目標を持っている」について「持ってい
る、だいたい持っている」と肯定的な回答をした児童は
80％だった。
・学習や活動を振り返り、自分のよさ、力の伸び、次へ
の意欲を高めるように学校全体で取り組んでいる。

A

・「将来の夢や希望」について考えるとき、「キャリア教育」＝
「将来の仕事」という捉え方をするのではなく、子供たちが、自
身で自分の目標設定ができる力も大切なのではないか。
・様々な学校行事を通して、それらの学習や活動を振り返るこ
とで、児童が成就感や達成感を感じられればよいと思う。
・児童へのアンケートの項目「将来の夢や目標を持っている」
では、「将来」という文言が「将来の職業」と捉えられる。アン
ケート項目の吟味も必要である。

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」 ○早寝(上学年は21時まで 下学年は21
時30分までに就寝)・早起き(6時30分ま
でに起床)・朝ご飯(食事内容までは問わ
ない)・運動(１日合計１時間以上)を達成
した児童が85％以上

・年に２回「生活アンケート」を行う。
・学校だよりや保健だより等を発行し、規
則正しい生活習慣の大切さ(特に睡眠に
ついて)を児童・家庭に伝える。

B

・睡眠の目標達成割合は11月74.6%で、下学年の
就寝時間が遅い。起床時間については、11月
87.3％が7時までに起きている。朝食について7月
は、毎日食べる85.4%、11月は、毎日食べる88.7%,と
なり、やや改善している。生活リズムに関して９月
に指導保健だよりの発行を行ったが毎年指導が必
要であり、結果をもとに各学級での気になる児童と
家庭への個別指導を行う。

A

・11月の生活習慣アンケートの結果を各学年ごとにまと
め、12月の懇談会の資料として配付し、保護者に担任
からの話をした。また、目標時間より遅く寝ている児童
や、朝ご飯を食べないと答える児童に事情を聞くなど
し、生活指導を個別に行った。また、早寝早起き朝ご飯
チェックシートで家庭と力を合わせて実施をした。朝ご
飯は、ほとんどの児童が毎朝食べることができていた。
2月は、縄跳び週間で、昼休みに全クラス外で縄跳びを
して過ごしている。

A

・学校では、早起きの時刻を6:30から7:00に変更してもよいの
では、という意見もあったようだが、起きる時刻は6:30のまま
がよいと思う。余裕を持って起き、準備をする習慣を身に付け
てほしい。
・来年度は、寝る時刻・起きる時刻を指標にするのではなく、
「何時間寝たか」という睡眠時間を指標にしてもよいのではな
いか。
・朝ご飯を食べていない子が何名かいるようだ。最近、ヤング
ケアラーの問題も話題になっていて、心配だ。スクールソー
シャルワーカーや民生・児童委員等の専門家とも連携をとりな
がら観察していってほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・今年度取り入れた各種行事の実施方
法の見直しを実践する。
・定時退勤日(金曜日)17:30の厳守及び
通常施錠18:15の徹底を図る。
・職員会議等で勤務実態の共有を図り、
業務改善の意識を高める。 B

・定時退勤日や18:15施錠の徹底については、
まだ不十分で、今後、各自のタイムマネジメン
トも必要になるだろう。
・毎月、職員会議等で勤務実態についての共
有を図ってはいるが、さらに、学校行事等の
見直しも必要である。 A

・「学校は、学校行事の精選、会議の在り方の工夫等、
昨年度の反省を踏まえた働き方改革を行るか」につい
ては、「そう思う」23.5％、「だいたいそう思う」70.6％であ
り、肯定的な回答が94.1％に上った。
・今年度の後半より、月曜日～木曜日は18:15に施錠で
きる日が増えた。職員の意識の向上がうかがえる。自
分自身で業務への段取りを考え、タイムマネジメントを
していくことを来年度以降も全職員で意識していきた
い。
・今年度の学校運営の反省を全職員で共有し、取組と
してよかったところは継続し、改善が図れるところは見
直していく。

A

・先生たちのゆとりを生み出すためには、マンパワーが
必要である。どうにかして、教員の数を増やす必要が
ある。また、大学生など、教職を目指す学生等が子供
たちをサポートをしてくれるようなシステムがあればよ
いと考える。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○児童一人一人の能力を伸ばし、多様
な交流を通して、互いに認め合い、高め
合う仲間集団の育成

○教師の特別支援教育に関する専門性
が向上したと答えた教師８５％以上

・合理的配慮を意識した指導内容･方法の改
善を行う。
･特別支援教育に関する研修を実施し、全職
員の専門性を高める。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカーとの連携を深め、職員間の情報共
有を徹底する。

B

・「特別支援教育に対する専門性が向上したか」という
問いに対して、82.3%の職員が肯定的な回答であった。
・夏休みの研修、教育センター講座の受講など、全職
員が専門性を高めるために積極的に研修を積んでい
る。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
との連携を深め、必要に応じてケース会議を持ち、情
報共有を徹底している。特別支援学校の巡回相談の
活用は例年より少なくなっている。

A

・特別支援学級・通常学級共に、日々試行錯誤しなが
ら合理的配慮を意識した指導内容・方法の改善に取り
組んでおり、前年度と比べると、特別支援学級担任と
交流学級担任とがより連携して指導にあたることがで
きた。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
との連携をより深め、必要に応じてケース会議を行いな
がら、職員間の情報共有を密にして対応にあたること
ができた。

A

・特別支援学級の在籍児童数や学級数をみると、特別
支援教育の充実は、若基小の大きな課題である。今後
もいろいろな研修を通して、その専門性を高めてほし
い。
・年度当初よりも、特別支援学級在籍の子供が落ち着
いてきていると聞いて、安心した。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

基山町立若基小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上、健康・体つくり、業務改善・教職員の働き方改革の推進、特別支援教育の充実の項目において、目標を達成し、A評価となった。
・本年度の重点目標については、全職員で取り組んだ。校内研究とも関連させ、目標を達成できた。
・心の教育については、教職員の意識と児童・保護者の受け止め方との差異が生じた。「学校の対応の遅れ、一人一人の児童に寄り沿った指導が行き届いていないことがあったこと」へのご意見だと真摯に受け止め、今後も職員研修等にて一層共通理解を図り、職員一同
早期発見、早期解決に向けて努力していく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上、心の教育、健康・体つくりの項目において、目標を達成し、A評価となった。

・本年度の重点目標については、全職員で取り組んだ。校内研究とも関連させ、目標を達成できた。

・特別支援教育については、来年度も引き続き全員で研修をし、研鑽を積んでいきたい。

２　学校教育目標
きたえ　やりぬき　まなびあう

共に高め合い笑顔あふれる学校

３　本年度の重点目標

・表現活動の充実

・特別支援教育の充実

・早寝・早起き・朝ごはん、外遊び

学校名


